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世界人口の将来動向と
国際ボランティア推進の必要性

原 俊彦 （札幌市立大学 教授・日本人口学会 理事）

「活力あるボランティア、栄誉ある台湾」－多元的ボランティア推進計画

ボランティアサービス国際会議

2017年8月6日（日曜日）台中市国立台中科技大学

主論壇(國外 4）：国際ボランティアサービスの特色及び発展の流れ（10:00-12:00）

1. 世界人口の増加
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2100年
111億8400万人

2015年
73億8300万人

今後85年間で
約40億人増加

資料：国連人口部（2017）「World Population Prospects 2017」https://esa.un.org/unpd/wpp/
より作成。2015年から2100年までは「中位推計MEDIUM VARIANT」。
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２.増加するのはサブサハラと高齢者
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高齢者が１９億人増
加

高齢者が１９億人増
加

働き手の増加はサブサハラ

資料：国連人口部（2017）「World Population Prospects 2017」https://esa.un.org/unpd/wpp/
より作成。2015年から2100年までは「中位推計MEDIUM VARIANT」。

高齢者の増加はアジア

働き手も１8.5億人増加

3.台湾の人口変化
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総人口は2030年頃まで増
加

総人口は2030年頃まで増
加

資料：国連人口部（2017）「World Population Prospects 2017」https://esa.un.org/unpd/wpp/
より作成。2015年から2100年までは「中位推計MEDIUM VARIANT」。

子ども数もゆるやかに減
少

子ども数もゆるやかに減
少

働き手の数は急激に減少働き手の数は急激に減少

高齢者は2060年頃まで増
加

高齢者は2060年頃まで増
加
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4.国際ボランティア推進の必要性

 世界人口の将来
 総人口は2100年まで約40億人増加する。人口増加の大部分は、アフ
リカのサブサハラで起きる⇒将来の働き手となる人口を育てる⇒国際
的な医療・保健衛生・経済支援の必要性

 アジアでは高齢者が急速に増加、働き手や子どもは減少する⇒比較
的豊かで健康な高齢者を中心とした国際ボランティア活動の展開⇒
子どもや働き手の減少に備える。

 台湾人口の将来
 高齢者は2060年まで増加するが働き手の人口は今後急速に減少。

 ボランティアの主力：若者から高齢者にシフト

 高齢者の生きがいとしてのボランティア
 平均寿命・健康寿命の延伸⇒元気な高齢者の増加

 退職から死亡までの期間の長期化⇒第二の人生をどう生きるか？
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